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蒲
凝
結
．

第
六
十
臆
。
一
回

身
障
・
傷
硬
岐
阜
市
連
合
会
定
例
合
同
大
会

第
六
十
三
回
の
　
「
身
障
・
傷
痍
岐
阜

市
連
合
会
合
同
大
会
」
　
は
、
耐
震
工
事
等

の
改
修
を
終
え
た
岐
阜
市
民
会
館
の
大
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
九
月
十
四
日
　
（
日
）
　
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
六
百
名
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
藤
代
ゆ
き
歌
謡
シ
ョ
ー
」
　
で
、
四
曲

の
熱
唱
に
聴
き
入
っ
た
後
、
午
前
十
時
に

開
会
し
ま
し
た
。

司
会
は
事
務
局
の
坂
井
愛
さ
ん
。

西
部
喜
久
市
副
会
長
の
　
「
開
会
の
こ
と

ば
」
、
国
歌
斉
唱
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
に

続
い
て
、
松
井
逸
朗
連
合
会
会
長
、
安
田

尋
美
婦
人
の
会
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た。
続
い
て
、
表
彰
に
移
り
、
援
護
功
労
（
代

表
・
第
五
支
部
・
鈴
村
勝
子
さ
ん
）
、
自

立
更
生
　
（
代
表
・
第
一
支
部
・
土
屋
雪
注

さ
ん
）
、
金
婚
祝
　
（
代
表
・
第
二
支
部
・

大
原
博
さ
ん
夫
妻
）
　
の
各
代
表
者
に
、
壇

上
で
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
お
忙
し
い
中
ご
臨
席
い
た
だ

い
た
細
注
茂
光
岐
阜
市
長
、
国
井
忠
男
市

議
会
議
長
、
山
田
大
市
議
会
議
員
よ
り
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
で
、
議
事
に
移
り
ま
す
。
佐
野
松

雄
さ
ん
　
（
第
八
支
部
）
　
と
小
野
初
子
さ
ん

（
第
四
支
部
）
　
を
議
長
団
に
選
出
し
た
後
、

決
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
を
臼
井
隆
雄
さ
ん
　
（
第
六

支
部
）
、
第
二
号
議
案
を
武
藤
明
さ
ん
　
（
青

壮
年
部
）
、
第
三
号
議
案
を
神
戸
謙
次
さ

ん
　
（
第
五
支
部
）
　
が
、
提
案
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
会
場
か
ら
は
、

現
状
に
つ
い
て
の
発
言
が
あ
っ
た
も
の
の
、

特
に
質
問
や
要
望
は
出
ず
、
決
議
案
の
三

案
は
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
会
宣
言
案
を
、
宮
本
春
男

さ
ん
　
（
第
九
支
部
）
　
が
朗
読
し
、
こ
れ
も

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

服
部
岐
阜
市
福
祉
部
長
の
発
声
で
、
万

歳
三
唱
を
行
っ
た
後
、
恒
例
の
　
「
お
楽
し

み
抽
選
会
」
　
に
移
り
ま
し
た
。
当
選
者
の

名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び
に
、
場
内

に
歓
声
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
大
塚
和
彦
副
会
長
の
　
「
閉
会

の
こ
と
ば
」
　
で
、
大
会
が
閉
幕
し
ま
し
た
。

今
回
も
、
手
話
通
訳
と
　
「
N
P
O
法
人

か
が
り
火
」
　
の
要
約
筆
記
に
よ
り
、
議
事

な
ど
の
内
容
が
よ
り
的
確
に
伝
わ
り
、
充

実
し
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
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障蕾者基本法の改正や障害者総合支援法なき法整鰭が

進められる中今年1月20削　ようやく我が国の障害者

権利条約批准が実現し、障害者が長年にわたり強く求め

てきた障審者福祉への流れが確定した。

これも偏に、多くの先輩諸氏をはじめ我々の強ま

ざる努力による結果である。今後は、障審者に対す

る差別の解消を具現化するため、昨年6月に成立し

た障害者差別解消法が障蕾者権利条約の目的に沿っ

て確実に施行されることが重要でおる。

よって、我々は障害者差別解消法が平成28年に

完全実施されることはもとより、他の国内関係法に

ついても真に障害者のための制度として早期に完成

させ、施行されるよう全国の障害者団体とともに連

携し要望活動を実施していくことをここに宣言するe

平成26年9月14日

第63回
岐阜市身体障害者福紐協会

岐阜高揚擬革入会

定例合同大会

連合会
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決
　
　
　
　
議

「
障
害
者
差
別
解
消
法
を
実
効
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
。

「
障
害
者
靂
用
の
採
鼎
条
件
を
緩
和
す
る
こ
と
。

「
公
英
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促
進
す
る
こ
と
。
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【
第
六
支
部
】

【
第
八
支
部
】

河
村
忠
勝

高
井
俊
男

所墳平

【
第
二
支
部
】

【
第
三
支
部
】

【
第
四
支
部
】

【
第
五
支
部
】

村
山
　
徹

河
野
省
自

大
原
　
博

牛
丸
岩
男

石
田
　
明

丹
所
照
子

守
屋
恒
子

八
代
恵
子

溝
田
　
薫

久
野
阜
之

水
野
富
男

西
脇
登
代
子

長
谷
部
正
則

林
　
豊
治

水
谷
ま
き
子

水
谷
京
子

三
輪
保
子

南
　
勝
子

大
石
信
男

辻
　
秀
雄

北
川
　
繁

寺
田
正
樹

☆
援
護
功
労
表
彰

【
第
五
支
部
】
　
川
島
孝
夫

鈴
村
勝
子

【
第
六
支
部
】
　
伊
藤
金
夫

☆
自
立
更
生
表
彰

【
第
一
支
部
】
　
土
屋
富
津

【
第
八
支
部
】
　
森
　
義
博

☆
金
婚
表
彰

【
第
一
支
部
】
　
森
　
　
諭

長
谷
川
行
正

岡
部
信
子

西
川
今
朝
雄

水
谷
　
学

向
山
美
貴
子

被
表
彰
者

◇
身
障
・
傷
痍
連
合
会
会
長
表
彰

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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岐阜市身体障害者福祉協会・岐阜市傷痍軍人会　連合会

平成25年度　　収　支　報　告　書
（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

【支出の部】の部】2録。 �助成金 2，644，000 �寄付 

膏，） �ノ／300，（ 

繰入金 �」「誓 �一員韮 瀧300， 
7↑70∴0；000∴ � �雑収 

5，43 

繰越金 
651，373 

障　　　害　　　者　　　生　　　活　　　史　　　媛　　　セ　　　ン　　　タ 

（収入の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） ���� �（支出の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

科　　目　　名 �本　　年　　度 ��i差引増減額 ��科　　目　　名 �本　　年　　度　　i 
予　算　額 �決　算　額 ����予　算　額 �決　算　額 � 

1指定管理料 �13，193，000 �13，193，00引　　　　　0 ���1　支　出　合　計　　13，193，000 ��13，167，216 �25，784 

決算収支差額　　　　　　　　　　　25，784 
特　　　　　　　　　　別　　　　　　　　　　会　　　　　　　　　　計 

1事　業　収　入 �12，800，000 �12，771，569 �28，431 � �1　事　業　支　出　　　5，557，000 ��5，125，854 �431，146 

2　基金取崩収入 �0 �0 �0 ��1　事　務　経　費　　3，977，000 ��3，521，671 �455，329 

3　雑　　収　　入 �5，000 �1，694 �3，306 ��2　事　業　経　費　　1，580，000 ��1，604，183 �▲7，117 

4　繰　　越　　金 �837，000 �1，213，874 �▲376，874 ��3　施設整備費積立金　　　　　　　0 ��0 �0 

2　線　　出　　金　　8，085，000 ��7，700，000 �385，000 

収　入　合　計 �13，642，000 �13，987，137 �▲345，137 ��支　出　合　計　13，642，000 ��1，285，854 �816，146 

決算収支差額　　　　　　　　　1，161，283 

◇
大
会
・
会
議
等
◇

◆
第
6
2
回
　
連
合
会
定
例
合
同
大
会

9
月
巾
日
（
日
）
じ
ゅ
う
ろ
く
プ
ラ
ザ

約
す
5
0
余
名
の
会
員
が
参
加

◆
岐
阜
市
身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

第
1
回
　
7
月
1
7
日
（
金
）
　
4
0
名

第
2
回
　
2
月
7
日
（
金
）
　
3
2
名

◆
連
合
会
各
種
会
議

正
副
会
長
会
　
（
5
回
）
、

理
事
会
　
（
4
回
）
、
評
議
員
会
　
（
2
回
）
、

な
か
よ
し
運
動
会
実
行
委
員
会
（
1
回
）
、

監
事
会
（
1
回
）
、
婦
人
・
妻
の
会
役
員

会
　
（
1
回
）
、
新
年
役
員
会
を
開
催

◆
各
支
部
及
び
分
会
の
総
会

支
部
総
会
　
身
障
9
回
、
聴
覚
1
回
、

視
覚
1
回
、

分
会
総
会
　
（
身
障
1
8
回
）
　
を
開
催

◇
ス
ポ
ー
ツ
等
振
興
事
業
◇

◆
年
度
第
1
回
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

6
月
1
5
日
（
土
）
　
芋
島
公
園
コ
ー
ト

①
鏡
島
A
　
②
長
森
北
　
③
長
良

◆
青
壮
年
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

6
月
1
6
日
（
日
）
　
マ
ー
サ
ボ
ウ
ル

◆
年
度
第
2
回
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

1
0
月
1
9
日
（
土
）
　
芋
島
公
園
コ
ー
ト

①
鏡
島
B
　
②
諏
訪
山
　
③
長
森

◆
岐
阜
A
・
B
地
区
身
障
体
育
大
会

1
0
月
2
7
日
（
日
）

各
務
原
市
那
加
中
グ
ラ
ン
ド

◆
第
2
5
回
　
な
か
よ
し
運
動
会

日
月
日
日
（
日
）
　
ふ
れ
愛
ド
ー
ム

約
5
5
0
名
の
会
員
・
家
族
が
参
加

◆
第
1
3
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

1
0
月
1
2
日
（
土
）
～
1
4
日
（
月
）

岐
阜
市
か
ら
7
名
が
出
場
し
、
大
活
躍

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
　
（
身
障
者
）
　
卓
球
大
会

1
月
1
8
日
（
土
）

岐
阜
市
総
合
体
育
館

◆
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
囲
碁
・
将
棋
・
オ
セ
ロ
・

カ
ロ
ム
大
会

平
成
2
6
年
1
月
2
6
日
（
日
）
市
橋
コ
ミ
セ
ン

◇
そ
の
他
主
催
事
業
◇

◆
研
修
旅
行
　
8
月
2
5
日
　
（
日
）

・
蒲
郡
メ
ロ
ン
狩
り
　
　
　
3
1
3
名

・
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
　
3
8
3
名

◆
鵜
飼
い
を
見
る
会

9
月
2
5
日
（
水
）
　
2
6
日
（
木
）

長
良
川
畔
　
計
2
8
1
名
が
参
加

◆
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
　
私
た
ち
の
芸
術
祭

1
2
月
1
0
日
（
火
）
～
1
5
日
（
日
）

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
G
で
作
品
展
示

1
3
日
・
じ
ゆ
う
ろ
く
プ
ラ
ザ
で
舞
台
発
表

◆
青
壮
年
部
懇
親
会

1
2
月
1
6
日
（
日
）
　
シ
ダ
ッ
ク
ス

◆
婦
人
の
会
・
妻
の
会
研
修
旅
行

6
月
1
8
日
（
火
）
　
千
の
杜
と
伊
勢
神
宮

2
9
名
参
加

◆
　
「
ぎ
ふ
身
障
・
傷
痍
だ
よ
り
」
　
の
発
行





（5）第53号　　　　　　　　　　　　　ぎふ身障・傷痍だより 平成26年11月25日

園庭費助成の難稿廃憲来年から拡大
医療費助成を受けられる難病の対象が、来年から大幅に砿大する。厚生労働省の検討委員会が8月27日、来年

1月から先行助成する対象110疾患をまとめた。疾患名は次の通り。

1．球脊髄性筋萎縮症

2．筋萎縮性側索硬化症

3．脊髄性筋萎縮症

4．原発性側索硬化症

5．進行性核上性麻痺

6．パーキンソン病

7．大脳皮質基底核変性症

8．ハンチントン病

9．有藤（きょく）赤血球を伴う

舞踏病

10．シャルコ一・マリー・トウー

ス病

11．重症筋無力症

12．先天性筋無力症候群

13．多発性硬化症／視神経脊髄炎

14．慢性炎症性脱髄性多発神経炎

多巣性運動ニューロパチー

15．封入体筋炎

16．クロウ・深瀬症候醇

17．多系統萎縮症

18，脊髄小脳変性症

（多系統萎縮症を除く）

19．ライソゾーム病

20．副腎白質ジストロフィー

21。ミトコンドリア病

22．もやもや病

23．プリオン病

24．亜急性硬化性全脳炎

25．進行性多巣性白質脳症

26．HTLV－1関連脊髄症

27．特発性基底核石灰化症

28．全身性アミロイドーシス

29．ウルリッヒ病

30．遠位型ミオパチー

31．ベスレムミオパチー

32．自己貪食空脆性ミオパチー

33．シュワルツ・ヤンベル症候群

34．神経線経歴症

35．天癌瘡（てんぽうそう）

36．表皮水痘（すいほう）症

37．膿癌性乾癖（がんせん）

38．スティーブンス・ジョンソン

症候群

39．中毒性表皮壊死（えし）症

40．高安動脈炎

41．巨細胞性動脈炎

42．結節性多発動脈炎

43．顕微鏡的多発血管炎

44．多発血管炎性肉芽腫症

45．好酸球性多発血管炎性肉芽

腫症

46．悪性関節リウマチ

47．バージヤー病

48．原発性抗リン脂質抗体症候群

49．全身性エリテマトーデス

50．皮膚筋炎／多発性筋炎

51．全身性強皮症

52．混合性結合組織病

53．シェーグレン症候群

54．成人スチル病

55．再発性多発軟骨炎

56．ベーチェット病

57．特発性拡張型心筋症

58．肥大型心筋症

59．拘束型心筋症

60．再生不良性貧血

61．自己免疫性溶血性貧血

62．発作性夜間ヘモグロビン尿症

63．特発性血小板減少性紫斑病

64．血栓性血小板減少性紫斑病

65．原発性免疫不全症候群

66．I gA腎症

67．多発性嚢胞腎（のうほうじん）

68．黄色靭帯（じんたい）骨化症

69．後続靭帯骨化症

70．広範脊柱管狭窄症

71．特発性大腿骨頭壊死症

72．下垂体性ADH分泌異常症

73．下垂体性TSH分泌冗進症

74．下垂体性PRL分泌冗進症

75．下垂体性ACTH分泌元進症

76．下垂体性ゴナドトロピン分

泌冗進症

77．下垂体性成長ホルモン分泌

（厚生労働省の表記による。）

冗進症

78．下垂体前葉機能低下症

79。家族性高コレステロール血痕

（ホモ接合体）

80．甲状腺ホルモン不応症

81．先天性副腎皮質酵素欠損症

82．先天性副腎低形成症

83．アジソン病

84．サルコイドーシス

85．特発性問質性肺炎

86．肺動脈性肺高血圧症

87．肺静脈閉塞（へいそく）症／

肺毛細血管腫症

88．慢性血栓塞栓性肺高血圧症

89．リンパ脈管筋腫症

90．網膜色素変性症

91．バッド・キアリ症候雑

92．特発性門脈圧冗進症

93．原発性胆汁性肝硬変

94．原発性硬化性胆管炎

95．自己免疫性肝炎

96．クローン病

97．潰瘍性大腸炎

98．好酸球性消化管疾患

99．慢性特発性偽性腸閉塞症

100．巨大膀胱（ほうこう）短小結、＿＿／

腸腸管嬬動（ぜんどう）不全症

101．腸管神経節細胞僅少症

102．ルビンシュタイン・ティビ

症候群

103．CFC症候群

104．コステロ症候群

105．チャージ症候群

106．クリオピリン関連周期熱症

候群

107．全身型若年性特発性関節炎

108．TNF受容体関連周期性症

候詳

109．非典型溶血性尿毒症症候群

110．ブラウ症候群

（以上、中日新聞2014年9月2

日朝刊記事から転載）

年度内に「難病指定医」の診断書を添え、保健所に申請してください。
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扉
ん
ば
ら
ん
ば
長
崎
大
会
」

●
市
長
表
敬

十
月
十
六
　
（
木
）
　
市
役
所
を
訪
れ
、
副

市
長
に
挨
拶
を
し
た
。
選
手
達
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
抱
負
　
「
金
メ
ダ
ル
を
！
」
　
と
、
胸

を
張
っ
て
語
っ
て
い
ま
し
た
。

●
市
長
報
告

十
一
月
一
日
（
土
）
～
三
日
（
月
）
に
行
わ

れ
た
大
会
に
出
場
し
た
選
手
達
が
、
十
一

月
十
三
日
（
木
）
市
役
所
を
訪
れ
、
市
長
に

結
果
や
様
子
を
報
告
し
ま
し
た
。

［
陸
上
］

馬
渕
裕
嘉
志
　
五
十
メ
ー
ト
ル
走
一
位

立
ち
幅
跳
び
　
　
一
位

後
藤
ふ
う
か
　
百
メ
ー
ト
ル
走
　
　
四
位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
一
位

岸
野
　
楓
　
　
八
百
メ
ー
ト
ル
走
　
三
位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
二
位

［
水
泳
］
　
松
井
ゆ
ず
か

二
十
五
メ
ー
ト
ル
自
由
形
　
一
位

五
十
メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ
ラ
イ
一
位

［
卓
球
］
　
戸
田
百
番
　
三
位

［
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
］

横
山
美
香
・
今
井
　
優
・
市
原
美
咲
　
三
位

医
学
最
前

標
記
の
法
律
が
平
成
二
十
五
年
六
月

十
九
日
に
成
立
し
ま
し
た
。
施
行
日
は
、

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
で
す
。

こ
の
法
律
は
、
二
十
六
の
条
文
と
附
則

か
ら
で
き
て
い
る
法
律
で
、
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
の
解
消
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
す
べ
て
の
国
民
が
障
害
の
有
無
に

よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相

互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら

共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
主
に

次
の
事
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
障
害
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消

②
障
害
者
が
社
会
に
参
加
し
包
容
さ
れ
る

こ
と
を
促
進

③
条
例
の
実
施
を
監
視
す
る
枠
組
み
の
設

置
な
ど

今
後
　
「
障
害
に
基
づ
く
差
別
」
　
と
は
ど

ん
な
事
な
の
か
、
事
例
も
明
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
差
別
に
関
す
る
相
談
や
紛
争
の
防

止
、
解
決
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
国

や
地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協

議
会
を
組
織
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

）

関
節
リ
ウ
マ
チ
　
原
因
物
質
特
定

京
大
グ
ル
ー
プ
、
免
疫
分
析
で
解
明

関
節
リ
ウ
マ
チ
を
引
き
起
こ
す
原
因
の

体
内
の
タ
ン
パ
ク
質
の
一
つ
を
、
京
都
大

の
グ
ル
ー
プ
が
特
定
し
た
。
関
節
リ
ウ
マ

チ
は
免
疫
細
胞
の
異
常
に
よ
っ
て
起
こ
る

炎
症
で
、
そ
の
詳
し
い
仕
組
み
が
解
明
さ

れ
た
こ
と
で
完
全
に
治
す
治
療
法
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
。
成
果
は
十
七
日
付

の
米
科
学
誌
サ
イ
エ
ン
ス
に
掲
載
さ
れ
る
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
本
来
は
体
外
か
ら

の
異
物
を
攻
撃
す
る
免
疫
細
胞
が
、
自
分

の
体
内
の
物
質
を
攻
撃
す
る
こ
と
で
起
こ

る
　
「
自
己
免
疫
疾
患
」
の
一
種
。
痛
み
を

伴
い
、
進
行
す
る
と
関
節
の
軟
骨
な
ど
が

破
壊
さ
れ
曲
げ
伸
ば
し
が
で
き
な
く
な
る
。

坂
口
志
文
客
員
教
授
（
免
疫
学
）
　
ら
は
、

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
症
状
が
あ
る
マ
ウ
ス
で
、

炎
症
を
起
こ
し
た
膝
か
ら
九
種
類
の
免
疫

細
胞
　
「
T
細
胞
」
　
を
採
取
。
そ
れ
ぞ
れ
の

T
細
胞
は
攻
撃
す
る
物
質
が
決
ま
っ
て
お

り
、
一
種
類
の
T
細
胞
し
か
持
た
な
い
マ

ウ
ス
を
九
通
り
作
っ
て
、
炎
症
の
原
因
と

な
る
T
細
胞
を
特
定
し
た
。
さ
ら
に
、
こ

の
T
細
胞
が
攻
撃
し
て
い
る
の
が
体
内
に

あ
る
R
P
L
2
3
A
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
だ

と
発
見
し
た
。

l　）

グ
ル
ー
プ
で
は
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
患
者

三
百
七
十
四
人
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
1
7
％

で
こ
の
タ
ン
パ
ク
質
に
免
疫
細
胞
が
反
応

し
て
い
た
。
ほ
か
の
患
者
で
は
、
同
様
の

仕
組
み
で
別
種
類
の
T
細
胞
が
体
内
の
他

の
タ
ン
パ
ク
質
を
攻
撃
し
て
い
る
と
み
ら

れ
、
特
定
を
進
め
る
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
は
現
在
、
炎
症

を
抑
え
る
薬
を
飲
み
続
け
る
対
症
療
法
が

あ
る
だ
け
。
グ
ル
ー
プ
の
伊
藤
能
永
助
教

は
　
「
原
因
の
T
細
胞
の
働
き
を
止
め
る
方

法
が
開
発
で
き
れ
ば
有
効
な
治
療
法
に
な

る
」
　
と
説
明
。
他
の
自
己
免
疫
疾
患
に
よ

る
病
気
で
も
、
今
回
の
手
法
で
原
因
を
特

定
す
る
研
究
を
進
め
る
。

（
平
成
二
十
六
年
十
月
十
七
日

中
日
新
聞
朝
刊
か
ら
転
載
）
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イ
研
修
旅
行

ノ）

信
州
豊
丘
桃
狩
り
と
水
引
工
芸
館

八
月
二
十
四
日

第
一
回
大
会
六
月
二
十
一
日
　
（
土
）

宇
島
公
園
広
場

優
　
勝
　
　
長
　
良

準
優
勝
　
　
芥
　
見

第
三
位
　
　
長
森
北

第
二
回
大
会
十
月
十
八
日
　
（
土
）

宇
島
公
園
広
場

優
　
勝
　
　
長

準
優
勝
　
　
芥

第
三
位
　
　
長

イ
相
談
員
研
修
旅
行

六
月
二
十
一
二
一
十
二
日

W
涼
め
蜜
と
う
登
ぎ
い
ま
す

轟
授
表
彰

第
三
十
六
回
岐
阜
市
民
福
祉
大
会

十
月
十
六
日
（
木
）
　
市
文
化
セ
ン
タ
ー

市
長
表
彰

（
福
祉
功
労
…
…
更
生
援
護
）

溝
田
　
正
治
　
（
第
三
支
部
）

（
福
祉
功
労
…
…
自
立
更
生
）

小
木
曽
章
宏
　
（
第
五
支
部
）

第
一
二
十
一

■
鵜
飼
い
を
見
る
会

九
月
二
十
四
日

岐
華
南
討
多
軸
宇
土
ワ

車
い
す
の
方
も
そ
の
ま
ま
リ
フ
ト
バ
ス
・

鵜
舟
に

第
三
・
四
〇
五
・
六
支
部
は
、
二
回
と

も
台
風
に
た
た
ら
れ
中
止
に
追
い
込
ま
れ

加
賀
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
ぶ
ど
う
狩
り
　
　
ま
し
た
。
残
念
！
残
念
！
！

実
行
委
員五

十
川
　
勝
　
也

障
害
者
週
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
十

二
月
九
日
（
火
）
　
～
十
四
日
　
（
日
）
　
ま
で
、

標
記
の
芸
術
祭
が
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア

G
の
二
階
で
行
わ
れ
ま
す
。

展
示
部
門
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
気

持
ち
の
こ
も
っ
た
作
品
　
（
書
・
絵
画
・
写

真
・
切
り
絵
等
々
何
で
も
可
）
　
を
た
く
さ

ん
出
品
し
て
頂
け
る
よ
う
お
待
ち
致
し
て

お
り
ま
す
。

ご
協
力
頂
け
る
方
は
、
五
十
川
〇
九
〇

・
六
四
六
六
・
二
八
七
四
ま
で
至
急
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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日　　時

場　　所

参加資格

参加料

競技方法

表　　彰

2015年1月18日（日）　午前10時～午後3時頃

市橋コミセン　TEL275－3412　（駐車場有り）

岐阜市連合会・市視覚障害者福祉協会・市聴覚障害者福祉協会・中途聴・難聴者

協会会員で現地まで来られる方

無　　料

トーナメント（勝ち抜き・敗者復活）方式（当日くじにて組み合わせ決定）

個人の部（団体の部一部有）　　　　　　　棋道

囲碁の部……優　勝トロフィー（持ち回り）

準優勝　カ　ッ　プ（持ち回り）

第3位　　楯　（持ち回り）

将棋の部……優　勝トロフィー（持ち回り）

準優勝　カ　ッ　プ（持ち回り）

第3位　　楯　（持ち回り）

オセロ・カロムの部……優　勝トロフィー（持ち回り）　王位

準優勝　カ　ッ　プ（持ち回り）　名人

第3位　　盾　（持ち回り）　棋聖

マージャンの部……優　勝　トロフィー（持ち回り）

準優勝　カ　ッ　プ（持ち回り）

第3位　　　盾　（持ち回り）

）●当日大雪の場合、延期又は時間を繰り下げて実施します。

●参加申し込み先　各協会役員・市事務所　fax252－6691

主　催　岐阜市未来を拓く夢おこし事業実行委員会

後　援　身障・傷痍岐阜市連合会・市視覚障害者福祉協会、市聴覚障害者福祉協会、中途聴・

難聴者協会

切　り　取　り　線

マージャン・囲碁・将棋 

ください。） 氏名 

住　所 

・オセロ・カ国ム

支部

大会に出場します（どれかに丸をつけて 　段・級 ge Tテ 


